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r 戦後、．1 9 ら○年代における

教育運動・教組運動を検証するJ
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敗戦によ り、終戦直後 の 日本 の教育は当時の社会状況 とともに大混乱 した。天皇制絶対主義教育が

崩壊 した ことによ り一定の民主教育の扉が開かれたものの、アメ リカ 占領軍の支配下にあって米軍政

部の意図 した教育方針が押 し付 けられた。そのもとで、高校三原則や公選制教育委員会 が制度化 され

た一方で、 4 7 年の 「 2 ・ 1 ゼネス ト」中止指令を発 し、 5 0 年に特典産党幹部を追放 し、全国で 1

7 0 0 名余 の教員が 「レッ ドパー ジ」を受 け、京都 で も関谷民 ら 7 名が懲戒免職 され た。

こうした情勢下で京教組の前身である「府教協」が結成 され、軍政部の京都市学区制 を生か した施

策の推進 ともあいまって革新勢力伸張の基盤 を形成 してい った。

☆今回の公開研は、今年 1 月に開催された r第 3 9 回セ ンター研究

集会」で山本正行氏の捷起 を受けて生駒氏がコメン トされま したが、

時間不足であったため多 くの参加者か ら「是非辞 しく叩きたい」 と

の要望に こたえて企画 した ものです。

同時に保守的土壌の強かった沖縄にあって、米軍の圧政下での数枚
か

見違勒が どう展開され たのかを検証、学習す る機会 と しま した。
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「戦後、末軌 こおける教育をめぐる状況－一散他見組合運動の位置づけ－J

生駒健也氏（徳島市立高枚散見、元京都大学暁教育学研究科）

r戦後、沖縄における教職鼻運動一 地域における教職長の役割－ j

櫻澤 ヰ誠氏（弓本学術振興会特別研究鼻）

関谷 健氏 rレッ ドパージ体験者の鉦音J（教育センター発達研） ～肘姶～

▲〔ナ ノ砂′g l ‾ 灯∪仏姐■l～磁 心 山・て〟■ h  y ， ご ▼ 叩 一 一 y 寸 ・ 一 皿 7 珊 守 l り 吋 【 一 一 々 糊 ℡ ユ ′ － ← 汚 ㈹ 1 － 一 価 ル ル 一 山 一 別 I M ′ 一 Ⅳ 竹 〝 一 〉 ▲ ¶ ♪ 一 －

※どなたでも参加できます （参加費無料） 連絡先 京都教育センター 0 7 5 － 7 5 2 － 1 0 8 1
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